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、

　
一
、
建
物
㌫
木
造
二
階
建
の
べ

　
　
十
周
年
式
典
挙
行

　
役
場
庁
舎
落
成
、
合
併
十
　
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
席
上

周
年
、
松
之
山
小
学
校
体
育
　
行
政
、
産
業
、
消
防
、
社
会

館
落
成
を
祝
う
式
典
は
、
十
　
功
労
者
な
ど
多
数
の
方
々
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
を
う
け
た
。

二
月
十
日
午
前
十
一
時
か
ら

松
之
山
小
学
校
で
来
賓
や
関
　
役
場
庁
舎

係
者
三
百
数
＋
人
が
参
加
し
　
建
築
費
あ
ら
ま
し

　
千
百
∵
干
七
平
方
米

　会

議
室
三
、
事
務
室
四
、
薄

　
庫
三
、
工
費
二
千
九
百
五
レ

　
万
円
。

二
、
車
庫
疑
鉄
筋
平
屋
建
七
十

　
四
平
方
米
百
八
十
万
円

三
、
取
付
道
路
、
給
排
水
工
事

　
費
等
二
百
万
円

　
，

」
ー
、
1
’
乙
、
ー
4
」
、
－
し
、
」
」
亀
、
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四
、
備
品
費
八
十
万
円
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酵

五
、
設
計
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六
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円
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万
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、
財
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訳
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債
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千
三
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万
円
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そ
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他
六
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万
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役場新庁舎は各方面の方々の絶大な協力のもとに12月10日落成した
↓旧役場庁舎

驚墨雛　　　　　　　　郷－避一．、贈
鉄骨づくりで美しいスタイルの松之山小体育館藝嘱編藍、←浦田支所

蝋

上越一のモダンな松之山中学校〔体育館は本年2月10日に落成した）

佐藤重孝

本
日
松
之
山
町
合
併
十
周
年
、

松
之
山
町
役
場
庁
舎
の
落
成
、

松
之
山
小
学
校
購
体
の
落
成
等

を
記
念
し
て
合
同
祝
賀
式
典
を
．

盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
．

ま
す
こ
と
は
意
義
深
《
誠
匹

御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

顧
る
に
昭
和
三
十
年
三
月
三
十

一
日
浦
田
村
、
松
之
山
村
が
合

併
し
、
新
松
之
山
村
が
誕
生
し

新
発
足
以
来
十
一
年
余
、
合
併

当
初
「
村
民
ひ
と
し
く
平
和
の

繁
栄
を
」
こ
れ
を
基
調
と
し
て

綿
密
に
策
定
さ
れ
た
。
新
村
建

設
五
年
計
画
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
を
進
め
て
参
り
、
昭

和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
町
制

を
施
行
し
、
新
た
に
松
之
山
町

と
し
て
の
展
望
に
立
っ
て
道
路

の
開
発
整
備
、
産
業
基
盤
の
整

備
、
教
育
施
設
の
改
善
充
実

観
光
施
設
の
充
実
生
活
文
化

の
向
上
な
ど
町
勢
伸
展
に
鋭
意

努
力
し
て
参
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
が
た
ま
た
ま
昭
和
一
一
、
十
七

年
以
来
苛
酷
な
る
自
然
の
暴
威

に
よ
る
大
地
辻
災
害
を
こ
う
む

り
、
町
勢
伸
展
へ
の
展
望
は
夢

と
化
し
、
災
害
対
策
、
防
止
対

策
、
復
旧
対
策
等
に
明
け
暮
れ

せ
ざ
る
を
得
な
い
日
々
の
連
続

か
ら
今
日
に
至
っ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
が
、
幸
い
地
辻
も
一
部

を
除
ぎ
安
定
し
た
状
態
に
な
り

復
旧
事
業
も
順
調
に
進
め
ら
れ

㎜
て
居
り
ま
す
こ
と
は
被
災
者
を

　
は
じ
め
、
町
民
の
方
々
と
共
に

喜
び
に
堪
え
な
い
処
で
あ
り
ま

す
。
こ
x
に
苦
し
か
っ
た
過
去

を
反
省
し
、
朝
の
こ
な
い
夜
は

な
い
こ
と
な
ど
を
思
い
禍
を
転

じ
て
福
と
な
す
よ
う
生
か
し
て

行
き
た
い
と
念
願
い
た
し
て
居

り
ま
す
。

前
段
申
上
げ
ま
し
た
大
地
辻
災

害
は
町
の
中
心
部
を
浸
さ
れ
た

為
め
に
小
、
中
学
校
を
は
じ
め

幾
多
の
公
共
施
設
を
取
り
こ
わ

さ
ね
ば
な
ら
な
い
激
甚
な
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
役
場
庁
舎
も

地
辻
発
生
当
時
か
ら
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
大

少
十
数
回
に
亘
っ
て
の
補
強
修

理
を
行
っ
て
建
物
の
保
持
管
理

に
当
っ
て
来
た
処
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
冬
季
間
に
著
し
く
ゆ
が

み
を
見
せ
、
こ
れ
が
修
理
補
強

の
遣
り
方
に
つ
い
て
県
建
築
課

技
術
係
官
を
煩
し
、
現
地
指
導

を
う
け
た
と
こ
ろ
そ
の
結
果
は

修
理
補
強
は
限
界
に
き
て
い
る

か
ら
改
築
さ
れ
る
よ
う
に
と
の

勧
告
を
受
け
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。直
に
町
議
会
に
お
諮
り
し
協
議

の
結
果
勧
告
を
受
入
れ
る
こ
と

…
に
決
し
特
別
委
員
会
の
設
呪
曝

一
新
庁
舎
の
位
置
を
初
め
諸
々
の

手
配
を
進
め
る
と
同
時
に
関
係

上
庁
へ
の
陳
情
を
重
ね
て
参

π
こ
の
妻
に
対
す
る
深
い

［
御
理
解
を
頂
く
と
共
に
国
に
対

π
て
財
政
的
援
助
筐
つ
い
て

皿
債
極
的
に
御
協
力
御
力
添
い
下

さ
る
事
の
口
約
を
い
た
だ
き
、

気
強
く
事
業
の
推
進
に
努
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
庁
舎

あ
設
計
は
直
江
津
市
の
山
崎
設

一
計
士
に
依
頼
、
工
事
は
指
名
入

盤
、
講
鵡

f
、
卜
二
月
八
日
立
派
に
竣
功

一

魂
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
菟

尚
松
之
山
小
学
校
舎
も
さ
き
の

災
害
に
よ
り
、
取
こ
わ
し
命
令

．
を
う
け
て
新
位
置
に
三
十
九
年

に
新
校
舎
を
建
築
し
て
本
年
度

屋
体
を
建
築
計
画
し
、
こ
れ
が

設
計
は
高
田
市
の
高
橋
設
計
士

に
依
頼
、
工
事
は
指
名
入
札
の

結
果
小
口
組
に
落
札
、
小
口
組

の
手
に
よ
っ
て
六
月
十
三
日
着

工
、
九
月
二
十
八
日
に
こ
れ
又

立
派
功
に
竣
さ
れ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

こ
x
に
町
村
合
併
十
周
年
を
記

念
し
、
併
て
新
庁
舎
の
落
成
、

松
之
山
小
学
校
屋
体
の
落
成
を

慶
ぴ
祝
う
こ
と
の
で
き
ま
す
こ

と
は
欣
快
こ
の
上
な
く
ま
こ
と

感
慨
無
量
な
も
の
が
御
座
い
ま

す
。
こ
れ
も
偏
へ
に
県
郡
当
局

国
県
議
会
議
員
の
諸
先
生
方
を

初
め
、
関
係
諸
官
庁
の
御
指
導

御
援
助
並
に
町
議
会
町
内
各
機

関
団
休
及
び
町
民
の
皆
々
様
方

の
惜
し
み
な
い
御
協
力
の
賜
と

存
じ
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

尚
役
場
庁
舎
設
計
監
督
に
あ
た

ら
れ
ま
し
た
山
崎
設
計
士
さ
ん

、
建
築
施
工
に
当
ら
れ
ま
し
た

高
橋
組
さ
ん
、
松
之
山
小
学
校

屋
体
の
設
計
監
督
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
高
橋
設
計
士
さ
ん
、
同

じ
く
建
築
施
工
に
当
ら
れ
ま
し

た
小
口
組
さ
ん
各
々
立
派
に
そ

の
責
務
を
果
し
て
頂
き
ま
し
た

関
係
皆
様
の
づ
く
さ
れ
た
御
誠

意
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
な
か

に
長
く
生
き
輝
く
こ
と
を
信
じ

御
慶
び
申
上
げ
ま
す
と
共
に
厚

く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

更
に
庁
舎
建
築
に
際
し
善
意
の

浄
財
を
御
寄
付
下
さ
い
ま
し
た

町
内
外
篤
志
家
の
各
位
並
に
町

民
の
皆
々
様
方
及
び
、
松
之
山

小
学
校
設
備
充
実
の
た
め
御
寄

付
下
さ
い
ま
し
た
皆
々
様
方
に

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

本
式
典
を
契
機
に
決
意
を
新
た

に
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し

た
町
の
行
財
政
の
運
営
を
図
り

一
残
さ
れ
た
災
害
復
旧
事
業
の
促

『
進
、
そ
し
て
躍
進
松
之
山
町
の

一
方
向
づ
け
を
し
て
参
り
た
い
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
上
庁
関
係
指
導
機
関
並
に

町
民
の
皆
様
方
よ
り
今
後
一
層

の
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
た

く
宜
敷
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す

松
之
山
小
学
校
体
育

館
建
築
の
あ
ら
ま
し

、
鉄
骨
六
百
四
十
二
平
方
米

一
千
五
百
八
十
万
円

二
、
附
帯
工
事
及
び
設
計
費

　
九
十
三
万
円
、
合
計
一
千
六

　
百
七
十
三
万
円

三
、
財
源
内
訳
、
補
助
金
四
百

　
四
十
二
万
九
千
円
、
起
債
四

　
百
五
十
万
円
、
一
般
町
費
七

　
百
八
十
万
円
。

　
新
庁
舎
の
参
観
を
歓
迎

　
町
民
各
位
か
ら
絶
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
新
庁
舎
の
参

観
を
歓
迎
し
ま
す
。
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
間
で
日

曜
、
祭
日
を
除
く
ほ
か
は
、
い

つ
で
も
参
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
数
の
方
々
の
参
観
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
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匿亜1
3．31　浦田村、松之山村合併
4．30村長に高橋貞一氏当選
6．5　全国野鳥の会総会
9．10　村長に佐藤重孝氏当選
　7’　　教育委員選挙
9．28村議会議員選挙
10。1　農業委員選挙
10．15　高橋貞一氏（元村長）死去
11．20　松之山中松里分校々舎竣功

i3・司

4．1　固定資産評価基準による家屋評価換えはじ

　　　まる
　F’　　松之山小学校で給食はじまる
8，1　新農村建設計画地域に指定
11．1　豊原橋永久橋完工
11．16浦田小、中原雪中分校竣功70万円
12．5　安塚高松之山分校増築379万円

巨刎
7．21　松之山町原水協発足す
11．23　松里分校屋体竣功442万円

133年1

1．20　東川ピストル事件発生
4．23　下蝦池地内で融雪地すべり水田など70α

　　　埋没
4．1　新市町建設整備事業により松之山、浦田線

　　　着工延長2．000伽
6．17　午后2時から約50分間降霰桑園に大被害
9．14　農業委員選挙
10．19　五十嵐医師着任
1L　1　町制施行、町章制定
12．5　三省小学校改築竣功

［証引

1．1　元日にパス運行
3．25　県議島田久吉氏病気により死去
4．　　大門橋完成
9．6　町長に佐藤重孝氏当選
　”　　議会議員選挙
7．11（・12　豪雨により町内全域に耕地欠壊などの

　　　　　被害
9．26～27　台風15号により立木被害、三省小、浦
　　　　　田小被害多し
9．30　ブルドーザ導入
10．1　県立自然公園に指定
11．1　福祉年金の支給はじまる
11．2　浦田～松之山間バス開通式
12．1　湯本簡易水道完成
12．20　中立山分校々舎竣功712万円
12．14村山真雄氏（元村長）死去

35年l
　　　l
1．23相沢長三氏（元村長）死去
9．27　季節保育所はじまる、松之山公食堂で園児

　　　54名
12，25　浦田中学校校舎竣功783万円

韓
睡2．20　豪雪積雪415㎝　　　　　　　　＿9．16～17第2室戸台風家屋半、小壊99戸、立
　　　　　等被害3，168万円
10．15　松里分校々舎増築175万円
11．30　浦田中屋体竣功1，020万円

137蜀
2．1　ラジオ農業学校開設
2．22積雪430απ
6．5　天水島地内北原橋完成
6．20季節保育所6ヵ所258人となる　　　＿
7．7　松之山地すべ1）はじまる兎口立退指示2月
7．24　商工会発足
10．5　東川分校増築281万円
11．24　県道湯山横手に断層現わる
12．1　中央診療所開設
12．3　地すべり災害対策本部設置
12．8　立ち退き指示21戸に
12．14　吉浦副知事地すべり現地視察来町
12．20松口で取り壊し2戸
4．15崩田で地すべり3戸取り壊し移転

厄8年1
！　　　　1

2．23塚田知事、高田自衛隊師団長一行ヘリコプ
　　　　ター3台で来町、降雪中家屋補修、危険移
　　　　転はじまる立退き指示54戸となる
2．4　災害救助法適用
3．14　松之山中学校取り壊し、一般民家の取り壊
　　　　し6戸となる
4．1　町の会計一億を突破
4。23　「松之山地すべり対策連絡会議」開催
5．1　防止工事、抗打工はじまる

≡
≡
＝
＝
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＝
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＝
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－
＝
≡
≡
＝
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一
≡
＝
≡
≡
＝
＝
≡
一
≡
≡
＝
≡
＝
一
＝
≡
＝
≡
＝
＝
ロ
＝
≡
＝
≡
≡
＝
≡
昌
嘲
＝
≡
＝
＝
≡
＝
≡
≡
＝
≡
－
一
口
≡
＝
＝
＝
≡
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
≡
≡
＝
≡
≡
＝
隅
≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
＝
＝
≡
≡
一
＝
一
≡
＝
一
一
＝
一
＝
≡
＝
＝
＝
≡
一
－
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
≡
＝
≡
≡
ロ
≡
≡
＝
一
＝
＝
＝
≡
－
2
■
■
一

スタイルを一新した千枚田40．12．10日着工以来5ヵ月を経て完了、13ヘクタール、事業費1，033万円を要した千枚田

　
耕
地
の
断
層

　
田
ん
ぼ
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
断
層
が
現
わ
れ
、
美
田
は

数
日
に
し
て
崩
れ
て
い
っ
た

兎
口
地
内
で

　
　
　
　
　
　
　
写
真
右
上

　
住
宅
補
修

　
昭
和
3
7
年
暮
か
ち
翌
年
の

正
月
に
か
け
て
雪
の
中
住
宅

の
補
修
作
業
は
つ
づ
け
ら
れ

た
。
松
之
山
で

　
　
　
　
　
　
写
真
右
下

　
建
造
物
の
被
害

　
昭
和
路
年
5
月
被
害
は
拡

大
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
松

之
山
地
内
で
。

　
　
　
　
　
　
　
写
真
左
上

　
耕
地
復
旧

　
光
間
地
内
の
峯
田
新
田
、

面
積
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
総
工
費

六
百
十
三
万
、
ほ
か
に
施
設

二
百
万
円
を
投
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
写
真
左
下

写
真
右
　
水
び
た
し
に
な
っ
た
稚
蚕
朗
育
所

！
下
え
び
池
地
す
べ
り
i

写
真
左
　
徹
夜
の
排
水
作
業

一両村を結ぶ兎口線完成一一浦田地区崩田地すべり一一
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（第25号）山之
「

松報広③

大
厳
寺
原
牧
場
膓
林
省
指
定
肉
牛
増
殖
基
地
と
し
て
昭
和
3
6
年
6
月

か
ら
五
年
の
歳
月
を
要
し
て
面
積
2
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
牧
野
に
、
4
0
ヘ
ク
タ
！

ル
を
林
間
牧
場
に
し
た
。
総
事
業
費
四
五
〇
万
円
。
　
　
　
　
　
写
真
右

完成入居12世帯240万円
、土木、農地部長同席
員一行来町
一ト実施
道給水開始
所閉鎖
舎竣功　273万円
孝氏当選
政光氏議長
一行来町
のタバコ収穫22ント
地域移転補助要網ぎまる
で懇談会
佐、湊元技師ほか出席
者出県陳情団を派遣
画会議上越支庁で
、公今堂に移転
路実現
桑園各2．5ヘクタール
山橋完成
会
各部課長来町（松之山小で）

戸立退き指示70戸となる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
路
桑
山
会
各
戸

宅
町
委
ヶ
水
電
校
重
山
委
て
険
落
補
災
計
扁
道
団
丸
明
か
5

住
来
木
γ
易
変
仮
篠
村
文
め
危
部
山
被
農
便
雪
集
内
説
ほ
2

設
事
土
ア
簡
力
小
佐
挙
総
じ
り
災
横
り
営
郵
無
に
地
地
事
し

仮
知
会
者
山
電
山
に
選
会
は
べ
被
課
べ
者
山
線
戸
越
現
知
壊

急
田
議
災
之
北
之
長
議
議
で
す
　
防
す
災
之
渡
荒
水
策
田
り

応
塚
県
被
松
東
松
町
町
県
町
地
1
5
砂
地
被
松
鹿
大
天
対
塚
取
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
年

m
盗
肌
1
2
1
5
1

8
4
3
1
7
3
0
1
1
2
1

7
1
8
23
3
0
3
0
4
9

翫
乳
乳
骸
9
軌
軌
n
n
砿
几
几
且
几
厚
n
正
拡
　
降

指示10戸　総計80戸となる
訓練所開所
き
期
修
に
り
校
中
け
割
地
部
　
ボ
消
パ
事
小
対
う
久
5
0
ソ
零
原
雨
旧
単
淵
護
に
団
校
ス
小

退
短
補
月
べ
分
山
こ
7
池
本
戸
隊
町
隊
知
山
会
を
悠
金
オ
地
寺
憂
御
菌
山
保
所
集
分
坂
山

ち
業
舎
正
す
校
之
鳥
保
蝦
策
7
衛
代
衛
田
之
議
情
岡
舞
イ
潟
厳
　
地
本
之
獣
療
原
倉
ノ
之

立
職
庁
小
地
高
松
野
国
下
対
3
自
松
自
塚
松
県
陳
長
見
ラ
新
大
9
農
日
松
鳥
診
中
黒
千
松
引
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　

年

4
2
0
1
3
1
5
1
6
1
7
6
1
1
1
　
1
2
1
3
1
7
19
2
0
2
3
1
3
1
4
給
1
6
2
0
1
2
3
0
1
7
2

0
2
2
1
0
1
0
0

L
L
L
L
L
象
象
よ
　
ま
ま
ま
翫
9
乳
乳
琶
含
且
琶
n
陣

バス運行
営農相談所開設
に普通課程増設
本校舎竣功
しrとぎ」県優良土産品に入選す
給付開始
すべり発生
相沢貞司氏宅におく立ち退き指示

一トによって排水作業に協力

防団222人応援
ク破作業で第2排水路開く
一行下蝦池現地視察
四教室とりこわし
策委一行来町　布川農協で地元の
く

ラィォソズクラブ松之山地すべり
万円寄贈
ズクラブ無料診療　378人受診

牧場開牧式20ヘクタール
、町道欠壊など被害多し
エ事：兎口、湯山、新山ではじ空る
会総会小林博士ほが30名来町
泉第2号井89度の執臭湧出
区600ヘクタール指定さる
レソトゲン装置さる
桑園2ヘクタール
竣功　1，145万円
キー場開設
校舎竣功

1．7　第2回職業短期訓練所開所式
2．4　猪之名地すべり耕地、山林1．1ヘクター
　　　ル被害
4，2　農業共済組合町移管となる
4．9　村山庫造氏藍綬ほう賞授賞
4．30天水越で地すべり立ち退き指示2戸
7．12患者輸送用マイクロバス運行開始
9．17’》18　台風24号来襲　立ち退き1戸、町道欠

　　　壊34ヵ所
10．1　国勢調査　人口1万台を割る。
10．2　天水橋永久橋完工

14・到

1．7　第3回職業短期訓練所開所
2．10　松之山中体育館竣功
4．1　越道川、東川栃倉川一級河川に編入さる
6．1　役場仮庁舎で事務開始
6．92　新庁舎建築着工　高橋組
9．28　松之山小体育館落成
〃　　辺地道路整備事輩五十子平十日町線改良工
　　　事完了算長1．330篇
10．10松之山市衡地アスファルト補猪120π
11．14　浦田教員住宅落成

11．28雪上車配置される。
12．10　役場庁舎落成合併祝賀式挙行
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松之山温泉第二号井撃契蔑霧亀暴32見静下二七〇肌で八九度の攣餐差墾あり

出合橋大字中尾の杢口四＋
　　　　竣功総工費二百万円

，i墾x・卓．，　　’　　．．＿，．．鴇．’

年
功
①
①
五
十
子
、
平
十
日
町
線
③
豪
雪
③
無
雪
道
路
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
監
，タバコ裁培（写真上）

出
稼
者

正
月
帰
省

無
雪
道
路
の
実
現

と
と
も
に
、
出
稼

か
ら
の
正
月
帰
省

も
可
能
と
な
っ

た
。
写
真
右
は
鹿

渡
駅
前
で

　
　
　
　
写
真
下

肥
育
牛

浦
田
農
協
さ
ん
下

で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
最
高
値

は
2
才
牛
で
2
5
万

円
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
年
間
出
荷

二
五
〇
頭

　
　
　
　
写
真
上

昭和39年2月22日は積雪は四三〇㎝で近来稀の大雪となつた。

羅
耀
囎

季節保育所35年g月松之山公会堂で開設されて以来九ヶ所となる
値林も盛んだ。町有林野にも昭和37年から41年までに
自力造林10’公団造林20ヘクタールに植林された。植林
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④（第25号、山之松報広

校
舎
”
、
屋
体
6
、
農
地
80
外
雇
砂

　
　
　
　
　
投
資
的
経
費
五
億
八
千
万
円

13，0890万円支出総額
、30年一41年

一

　
　
．
：
債
　
　
％

万

遡
灘
懸

㎜
暖

　
30
収
ー
　
税
町
ー

　
　
　
　
嵐
と
　
％

　
　
　
　
資
な
　
2

　
　
　
　
窒
税
　
“

　
　
　
　
固
民
　
2

五
大
ニ
ュ

ー
ス
決
る

　
合
併
し
て
か
ら
今
ま
で
の
問

に
お
き
た
五
大
ニ
ユ
ー
ス
を
皆

さ
ん
か
ら
の
投
稿
に
ょ
っ
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。一
、
松
之
山
地
す
べ
り

二
、
東
川
の
ピ
ス
ト
ル
殺
害
事

　
　
件

昭
和
三
卜
年
か
ら
四
十
一
年
ま

で
に
町
の
一
般
会
計
総
支
出
額

は
十
三
億
円
に
達
し
た
。

　
こ
の
う
ち
投
資
的
経
費
（
建

設
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
な
ど

）
は
五
億
八
千
万
円
で
四
四
％

を
占
め
て
い
る
。

　
過
去
十
二
年
間
に
十
一
の
校

舎
と
六
つ
の
屋
体
建
設
に
二
億

二
千
万
円
、
農
地
八
十
町
歩
と

農
用
施
設
復
旧
に
一
億
一
千
万

円
、
町
道
復
旧
に
二
千
万
円
、

そ
の
他
の
投
資
が
な
さ
れ
て
い

る
。
　
町
の
財
政
規
模
か
ら
見
る
と

昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
一
年
ま

で
の
間
に
収
入
は
二
・
八
倍
、

支
出
は
三
％
二
倍
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
町
の
税
収
入
額
は
一

・
二
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

編
集
者
の
主
観
は
一
切
い
た
し

三
、
下
え
び
池
の
地
す
べ
り

四
、
町
制
施
行

五
、
大
厳
寺
原
開
発

地
域
的
に
見
た
場
合
、
ニ
ュ
：
一

ス
と
し
て
そ
の
意
義
の
重
い
軽

い
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
投

稿
し
た
人
の
多
い
、
少
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
順
位
を
き
め
、

ま
せ
ん
で
し
た
。
多
数
の
皆
さ

ん
か
ら
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

投
稿
参
加
者
は
四
十
八
名
で
最

多
数
か
く
得
者
は
つ
ぎ
の
方
々

で
す
。

　
村
山
正
民
（
橋
詰
）
佐
藤
秀
一

（
越
）
村
山
恒
巨
（
橋
詰
）
石
塚

武
久
（
田
麦
立
）
村
山
里
志
（
赤

倉
）
佐
藤
卯
平
次
（
中
立
山
）

　
　
　
　
34
・
9
・
2
6
日
台
風

伊
勢
湾
台
風

15

号
は
剛
内
に
お
び
た
だ
し
い
被
害
を
与

え
た
。
写
真
は
浦
田
で

消
防
ポ
ン
プ
　
昭
和
3
0
年
か
ら
す
で

に
二
十
二
台
の
芝
浦
可
搬
ポ
ン
プ
が
導
入
一

さ
れ
た
。

「出稼者の技術化」を図る職業短期訓練所も四年目をむかえ今年も

すでに十三名の入所がぎまり一月七日の開所聖まちわび∫いま±。

簡易水道　昭和43年に湯本で昭和83年
松之山で昭和41年湯山で簡易水道か設備
され現在給水人口は2千3百人となつた
．窪卑遡之旦騨易杢導、．．．．．　　．．．＿

12
月
30
日
正
月
帰
省
の

ー
出
稼
ぎ
集
団
バ
ス
を
ー

　
最
近
の
暗
い
話
題
と
し
て
、

出
稼
中
に
行
方
不
明
事
故
が
多

発
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
長
い
期
間
「
家
族
と
の
離
別

」
が
最
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
去

る
九
月
二
十
六
日
の
会
議
で
出

稼
者
の
帰
省
集
団
バ
ス
輸
送
計

画
を
た
て
、
十
二
月
三
十
日
実

施
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
揃
っ
て
新
年
を
迎
え
て
ほ

し
い
と
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
四
十
年
、
国

国
保
保
会
計
は
・
漸
く

　
　
　
　
に
し
て
難
関
を
突

破
、
黒
字
と
な
っ
た
。
五
十
嵐

博
士
は
、
昭
和
3
3
年
1
0
月
1
9
日

赴
任
、
町
民
に
心
か
ら
歓
迎
さ

れ
た
。
　
（
写
真
右
V

　
患
者
輸
送
用
マ
イ
ク
・
バ
ス

【
は
二
二
〇
万
円
で
購
入
さ
れ
、

　
昭
和
40
年
7
月
1
2
日
か
ら
運
行

一
開
始
し
た
（
写
真
左
）

ワ
ン
ト
ゲ
ン
婆
置
は
昭
和
39
年
・

一
n
月
7
日
一
五
七
万
五
千
円
で

装
置
さ
れ
、
僻
地
診
療
に
新
時

代
を
き
り
開
い
た
。

　
　
　
　
　
　
（
写
真
右
下
）

鱗

藤

初
の
藍
綬
ほ
う
賞

村
山
庫
造
氏
（
松
之
山
）
は
国

勢
調
査
な
ど
永
年
統
計
功
労
者

と
し
て
昭
和
四
十
年
四
月
九
日

松
之
山
町
で
初
の
藍
綬
ほ
賞
う

を
う
け
、
皇
居
で
天
皇
陛
下
の

拝
謁
を
う
け
た
。

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
）

9
0
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学校給食　昭和31年4月にはじまつた学校給食は昭和34年5

　　　　　　月までの間に全校が給食をするようになつた。

写真右下原水爆禁止大会　中央　探鳥会　左下　雪上車お目見得

原
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